
新田中学校では、校舎へ続くスロープや玄関の段差

を利用して、車椅子介助体験も併せて実施しました。

松岡氏は障がい者の施設で、是澤氏は地域で支援が

必要な方々の日常生活に携わっています。困っている

ことは人それぞれ違うので、話を良く聴いて、その人

に合った方法を見つけることが大切だと話してくださ

り、クイズやストレッチをしながら楽しく学びました。

生徒のみなさんも体験を通して、どのような支援を

必要としているのかを聞いて、考えて、行動に移すこ

との難しさや役に立てた時の嬉しさを感じられたので

はないでしょうか。

新田中学校のみなさんの明るさは、福祉の職場でも

必要とされている大切な魅力です。みなさんのこれか

らをじんザイくんも応援しています。

２１．新富町立新田中学校

日時：令和７年１１月１３日（木）

場所：新富町立新田中学校 １年生教室、家庭科室

講師：うからの里高鍋事業所

松岡 丈志 氏（介護福祉士・社会福祉士）

訪問看護ステーションｃｏｃｏｎｏｋｉ

是澤 卓実 氏（理学療法士）

宮崎県福祉人材センター じんザイくん

車椅子介助体験協力：ケアサポートフェニックス

児湯サテライト
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みやざきの福祉を支える、ひなたの人材確保推進事業 (宮崎県委託)

宮崎県社会福祉協議会 宮崎県福祉人材センター

１年生 ４１名

じんザイくん


